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№.6６ 松永和久 

【 令和３年 ありがとうございました 】 

〇 昨日、今日の２日間、お忙しいところ、保護者個別懇談会に来校していただき、あ

りがとうございました。子供が伸びる一番の要素は、「褒め鍛える」ことです。「１に

褒め、２に褒め、３、４がなくて、５に褒める」ことで、子供は自信をもち、自分のも

っている力を発揮します。その中にも、「改めるべきところは改める」という信念で、

確実な働きかけが必要です。必要によっては、もちろん厳しい働きかけも必要です。

今後も、学校・家庭・地域の３者が一体となって、子供が育つために連携・協力して

いきたいと思っています。 

〇 ２学期の最初は、コロナ感染の第５波の中であり、大変緊張した時期でした。誰が、

いつ感染してもおかしくない状況で、２学期最初から感染対策を再確認して、学校生

活を始めました。子供たちもよく感染を防ぐ行動様式をとっていたと、感心します。

保護者の方におかれましても、子供や家族の体調が悪いときは学校を休むことも徹底

していただき（教職員もそうですが）、そのおかげで、学校内に感染がなかったと思っ

ています。今後、オミクロン株がどの程度の猛威を振るうのか分かりませんが、これ

までどおりの感染対策を徹底することで、感染を防ぐことができるだろうと思います。

ただし、場合によっては、３学期の教育活動や行事が変更になることもあり得えます。 

 今後とも、「感染防止」と「充実した教育活動」の両輪を考慮していきます。 

〇 また、不審者出没や強風等で、保護者や地域の方にも協力を得ました。特に自然に

関して、３学期は強風の他に、大雪の心配もあります。その都度対応していきますが、

６月７日の「ふるさと井波№14」に記載したように、朝、仮に強風や大雪の状態でも、

学校から安全メールが来ない時は、登校手段は保護者の方の判断でお願いいたします。 

〇 ２5 日から、子供にとって楽しみであり、新しい年を迎える節目となる冬休みが始

まります。健康と安全に留意し、 

日頃できないことをおもいきり行 

う毎日であってほしいです。１月 

11 日（火）には、全員が元気に 

登校することを願っています。保 

護者や地域の皆様、そして教職員 

全員が、よい年を迎えられること 

を心よりお祈りしております。令 

和３年、ご支援やご協力をいただ 

き、ありがとうございました。  

 


